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連
日
の
猛
暑
で
、
鉄
道
の
安
全

輸
送
に
頑
張
っ
て
い
る
全
て
の

社
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

す
。あ

る
日
、
夜
に
日
根
野
電
車

区
支
所
の
男
子
乗
泊
で
ク
ー
ラ
ー

故
障
が
発
生
し
、
寝
室
は
暑
く

寝
て
い
ら
れ
な
い
と
寝
室
前
の

廊
下
で
仮
眠
し
た
乗
務
員
や
起

床
時
間
を
早
め
出
区
電
車
の
中

で
休
養
し
た
運
転
士
も
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
早
急
な

修
理
を
さ
れ
た
関
係
者
に
は

「
感
謝
」
致
し
ま
す
。

台
風
接
近
の
大
雨
で
１
時
間

の
仮
眠
に
よ
り
、
停
車
駅
通
過

し
た
件
か
ら
乗
泊
の
睡
眠
は
鉄

道
「
安
全
輸
送
」
に
一
番
大
切

で
す
。

乗
泊
寝
室
の
空
調
故
障
な
ど

で
、
睡
眠
不
足
は
重
大
事
故
発

生
と
な
り
、
空
調
故
障
当
日
に

日
根
野
電
車
区
支
所
（
泊
）
乗

務
員
に
対
し
、
会
社
は
「
感
謝
」

の
気
持
を
表
わ
す
必
要
が
あ
る
。

会
社
に
「
職
場
環
境
改
善
」

を
要
求
す
る
。

全
て
の
乗
務
員
宿
泊
所
・
詰
所

を
点
検
し
悪
い
と
こ
ろ
は
早
急

に
改
善
す
る
こ
と
。

「
安
全
」
を
守
る
た
め
に
買
上

げ
勤
務
の
な
い
要
員
確
保
と
適

正
な
勤
務
制
度
の
改
善

睡
眠
時
間
・
休
憩
時
間
を
削

る
勤
務
は
見
直
す
べ
き

社
員
の
皆
さ
ん
‼

労
働
組
合
の
垣
根
を
越
え

「
安
心
し
て
働
け
る
職
場
」

に
す
る
た
め
に
一
緒
に
声

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

６
月
２
５
日
か
ら
２
７
日
に

掛
け
、
台
風
接
近
に
伴
い
大
雨

で
近
畿
圏
で
列
車
運
行
乱
れ
に

よ
る
停
車
駅
通
過
が
発
生
し
た
。

通
常
乗
務
な
ら
、
乗
泊
で
６

時
間
睡
眠
の
と
こ
ろ
１
時
間
の

仮
眠
で
乗
務
か
ら
意
識
が
低
下

と
な
っ
た
。

今
回
は
、
重
大
事
故
と
な
ら

な
か
っ
た
が
最
悪
の
場
合
２
０

０
５
年
4
月
２
５
日
の
「
福
知

山
線
脱
線
事
故
」
に
な
り
か
ね

な
い
事
象
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

「
福
知
山
線
脱
線
事
故
」
か
ら

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
大
き

く
テ
レ
ビ
報
道
さ
れ
た
。

現
場
で
働
く
社
員
が
、
安
心

し
て
乗
務
「
仕
事
」
が
で
き
る

勤
務
環
境
に
改
善
し
疲
労
が
蓄

積
し
な
い
勤
務
制
度
確
立
す
る

こ
と
こ
そ
が
「
福
知
山
線
脱
線

事
故
」
を
繰
返
さ
な
い
た
め
に

安
全
最
優
先
を
掲
げ
る
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
し
て
取
組
む
最
重
要
課

題
で
あ
る
。

倉
坂
昇
治
社
長
の
会
見

「
ダ
イ
ヤ
乱
れ
な
ど
で
多
く
の

乗
務
員
の
休
憩
が
不
足
し
た
際

に
は
、
運
休
も
選
択
肢
に
な
る

と
の
見
方
」
を
示
し
た
。

国
鉄
労
働
組
合
は
「
睡

眠
時
間
を
削
る
列
車
運

行
は
直
ち
に
見
直
す
こ

と
を
要
求
」
し
ま
す
。

「福知山線脱線事故」を繰返さないために

乗
泊
で
ク
ー
ラ
ー
不
具
合
が


